
 今月の指導（11月） 

 

 

      授業の前に板書の計画を！！ 

                         

              初等教育研究所    福本 菊江  

よい板書とは、授業が終わった後に見ると、45 分の授業の指導過程が良く分かり、授業の様子や児

童の声が聞こえてくるほどである。「課題」と「まとめ」が対応して書かれ、どんな方法で、課題を解

決したのか、また、導入→展開→まとめのどの段階でどんな力を付けたかが分かるのである。そして、

どこで感動したのかが見え、集団思考の流れも見え、叙述（キーワードやキーセンテンス）がちりばめ

て書かれており、考えの根拠まで見えてくるのである。 

よい板書にするには、授業の始まりまでに、板書の計画を立てておくことはもちろんである。そのた

めには、綿密な教材研究をすることが必須条件である。この単元で付ける力（指導事項）を確定し、ど

んな言語活動で力を付けるのか、どの叙述を大事にし、どの叙述を中心に考えさせるのか、発問や学習

形態を考えて、どんな板書にするかの計画を立てるのである。また、カードや文字や挿絵・資料などを

工夫し、メリハリがあり絵になる板書を工夫したいものである。 

ところが、一生懸命板書計画を立てたので、計画通り几帳面に板書を書き進める授業に出合うことが

ある。学習をしている児童の様子は、そっちのけである。児童の発言や学習の様子で、計画をふくらま

せることがとても大事である。児童の思考の流れを焦点化し、児童の表現を大事にしたいものである。 

教材研究の後、指導計画を立て、発問を考える。そして、板書計画を立てる。綿密な教材研究をすれ

ばよい板書になるのである。一時間の授業でどんな指導をして、どんな力を付けたかが板書を見れば分

かるのである。導入→展開→まとめで、それぞれの段階でどんな力をどのような方法で付けたのかが分

かる板書がよい。思いつきで板書をしないで、授業の前には、きちんと板書計画を立てることが大事で

ある。 

授業後、板書を模造紙に写し、学習の成果として教室掲示用の資料を作成し掲示すると、学習の流れ

や前時と次時の学習の関係などが一目瞭然となり良い資料となる。 
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（１）よい板書にするための７つのポイント 

  １、教材研究をした後、学習の始まる前に板書計画を立てること。 

  ２、「課題」と「まとめ」を対応させること。 

  ３、板書計画の上で、子どもの発言を生かし、思考を焦点化させること。 

  ４、語や文、文章の羅列ではなく、線で結び構造的にまとまりのある板書であること。 

  ５、語や文、文章や児童の発言、知識・技能に関わる内容などが、整然とし、文字の大きさ・ 

太さ・囲み文字など、また、紙の色や色チョークの活用で美しくメリハリを付けること。 

  ６、ノートに写す板書ではなく、児童が工夫できる余地のある板書にし、前時や次時の学習に 

つなげること。 

  ７、黒板はいつもきれいにすること。 

 

（２）板書例 ４年 ごんぎつね ワークシートの拡大図の板書例 

  次に、ワークシートの拡大図を利用した板書の実際を３ページに載せる。赤書きは、注意書きであ

る。 

  4 ページの意味構造図・文章構造図は教材研究である。この作品のクライマックス場面でのワーク

シートの拡大図を板書に利用したものである。教材研究での文章構造図と板書を見比べてほしい。 

 ① 吹き出しや 後の感想や考えは、児童の発表からキーワードなどを書き、発表を価値付けるよう

にする。 

 ② 板書は、文章構造図を切り取って書き、児童の発言を付け加えて、学級の児童の発表で作り上げ

るようにする。 

 ③ 語や文などは、色チョークや太さや大きさを工夫してほしい。 

   □で囲ったり、カードや挿絵など、自分なりの工夫をするとよい。 

 ④ 吹き出しの色も工夫するとよい。 
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 人と人とが理解し合って生きることの大切さ 
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善意（つぐない）
 心の交流を求めて 

 

（同情） （後悔）         （孤独）
 

(満足）         (期待はずれ）  
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人と人とが理解し合って生きることの難しさ 
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る
ご
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